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令和８年産水稲の生育状況と栽培管理について 
                                                        令和８年 10月５日、９日 

備前広域農業普及指導センター 

１  気象の経過と生育状況                                                     

（１）気象概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1 気温、降水量、日照時間の月別値   

 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

平均気温(℃) 20.7 22.8 29.1 29.8 24.6 

平年値(℃) 19.1 22.7 27.0 28.1 23.9 

平年差(℃)  1.6  0.1  2.1  1.7 0.7 

降水量(mm)  62 428  87 60 258 

平年値(mm) 113 169 177 97 142 

平年比(%)  55 253  49 62 181 

日照時間(時間) 255 118 230 242 118 

平年値(時間) 206 154 170 203 157 

平年比(%) 124  77 135 119 75 

図１ 気象の推移（アメダスポイント：岡山） 
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（２）水稲の生育概況 

・育苗期は昼夜の気温差が大きく高温であったことから、一部で苗立ち枯れ病の発生がみられた。 

・移植後の生育は、６月下旬の低温傾向や日照不足により分げつが遅れていたが、回復した。 

・出穂期は、中生品種は概ね平年並み、晩生品種は平年並～やや遅かった。 

・一部でジャンボタニシが発生しており、食害が散見された。 

・コブノメイガの食害と紋枯病の発生が見られる。 

 

２ 収 穫                                                          

・高温年では、収穫期が早まり刈遅れると、茶米や胴割米が増え

て、品質低下の原因となる。 

・収穫適期は、出穂後日数と積算温度からおおよその目安を定め、

実際に穂を観察し、青味籾率から最終判断する。 

・刈取り始めの籾の水分は、25～26％程度を目安とする。 

・青味籾率の確認 

①平均的に育っている株の最も丈の高い穂を選ぶ。 

②穂の中で不稔籾を除き、青味籾の割合を見る。    

・特に「にこまる」は、登熟期が低温の場合に成熟が遅れたり、

青未熟粒が多発したりすることがあるため、籾の成熟度合いを

見て適期を判断する。 

 

表２ 品種ごとの収穫適期の目安 

品  種 出穂後積算温度 出穂後日数 青味籾率 

き ぬ む す め    950～1,100℃ 38～45日 

15～10％ 

つ や き ら り  1,050～1,200℃ 42～50日 

ヒ ノ ヒ カ リ    950～1,100℃ 38～45日 

に こ ま る 1,000～1,200℃ 40～50日 

朝日、アケボノ   900～1,100℃ 40～50日 

注１）青味籾率とは不稔籾を除いた全籾のうち、青味が残っている籾の割合 

注２）水稲栽培指針、ＪＡ岡山「つやきらり栽培のしおり」より引用、一部普及センター調べ。 

 

 

 

 

 

表３ 品種ごとの出穂期の目安（田植） 

品  種 きぬむすめ つやきらり ヒノヒカリ にこまる 朝日 アケボノ 

出穂期 8/18～22 8/23～27 8/25～28 8/28～9/1 9/2～5 9/3～8 

図２ 青味籾率17％ 

穂揃い期 出穂期（数え始める） 

図３ 出穂期と穂揃い期の見分け方 
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３ 乾燥・調製                                                                       

・計画的な収穫を行い、刈取後はすみやかに乾燥作業に入る。 

・収穫後すぐに乾燥作業に移れるよう、乾燥機の容量に合った計画的な収穫を行う。 

・収穫後の籾を乾燥機へ入れず、コンバイン袋のまま置いておくと、ヤケ米（発酵米）となり品質

低下の原因となる（水分 25％の籾は、気温25℃の状態で、５時間程度で変質し始める）。 

・仕上げ水分は14.5～15.0％を目標とし、ゆっくりと乾燥させる。 

・過乾燥は、形質や食味の低下の恐れがあるので、適正な籾水分になるように乾燥する。 

・水分が高い籾は十分に常温送風してから加温し始め、毎時乾減率を 0.8％以下に抑えてゆっくり

乾燥させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施肥コスト低減対策技術を公開中■ 

 農業研究所が開発した施肥コスト低減対策技術を紹介しています。 

 ・レンゲやナタネを緑肥としてすき込む場合の肥料計算ソフトの紹介 

 ・児島湖流域の６割の水田でりん酸やカリウムが少ないＬ字型が適する説明 

 ・鶏ふん施用から入水まで期間を考慮した施肥設計方法  等 

■ストップ！農作業事故■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■農作業の安全対策情報を公開中■ 

農林水産省公式YouTubeチャンネル「Maffchannel」で農業における事故事例と安全対策

を公開しています。                                 

こちらから（動画） 

こちらから（HP） 

■環境負荷軽減の取組みについて■ 

（１）被覆殻流出防止 

・あぜが崩れていないかを確認し、必要に応じてあぜ塗りやあぜシートを設置する。 

・入水までに田面の高低差をなくし、代かきは浅水で行う。 

・移植前の落水は行わず、自然落水で水位調整をする。 

・緑肥や堆肥などの活用や、栽培暦等に基づいた適正施肥に努める。 

（２）温室効果ガス（メタン）の発生抑制 

・通常の中干し期間より、１週間程度延長する。 

・稲刈りが終わってからの秋の間に耕うんを行い、稲わらや稲株のすき込みを行う。 

※ほ場条件や作業体系に応じて、無理のない範囲でできることから取り組みましょう。 
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